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外部被ばくと内部被ばく

直接汚染
（実や花に放射性物質が降下し、付着・吸収される）

間接汚染
（土壌に降下した放射性
物質が経根吸収される）

直接汚染

放射性物質による作物汚染の経路
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137Csの分布
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玄米中の放射性セシウム分布
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（東大・広瀬）

福島県産食品の安全性を確保する取組み

産地・生産者 流通事業者・消費者

国、県、市

流通食品

県、食品製造業者

加工食品

県、市町村等

学校
給食

市町村等

家庭
菜園

県、民間等

日常
食

国、県

出荷物

JA、出荷業者等

出荷物

モニタリング
検査

産地での検査

生産段階 流通・消費段階
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農産物のモニタリング検査

ベクレルとシーベルト
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がんのリスク
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農産物のモニタリング（野菜）

緩やかな低下

主に間接汚染

事故後、播種された作物

緩やかな低下

・放射性Csの土壌への吸着
・放射性Csの減少
（半減期：134Cs	2年,137Cs30年）

農産物（野菜）のモニタリング結果

ND
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2011年度 2012年度 2013年度

割
合

%

100Bq/kg～

ND～100Bq/kg

ND
86.2% 99.8% 99.9%

100Bq/kg超過：2012年度 10,346,000袋中71袋
2013年度 11,006,000袋中28袋
2014年度 11,014,000袋中 2袋
2015年度 10,496,000袋中 0袋

米の検査結果

（Nihei	et	al.,	Sci.	Rep.	2015,	“ふくしまの恵み安全対策協議会”HPより）

農地の除染：問題点

飯舘村

○ 剥いだ土の処理⇒生産場所の減少
○ 表層土の消失⇒生産力の低下
○ 生産者の外部被ばく



2016/12/6

6

米（コシヒカリ）の価格
（山形県産を100とする）

80	

85	

90	

95	

100	

105	

H20 H21 H22 H23 H24 H25

R
`
Y
ﾉ
ﾎ
ｷ

%

福島・浜通り

福島・中通り

福島・会津地方

50

60

70

80

90

100

110

H22 H23 H24 H25

S

ｽ
ﾏ
ﾉ
ﾎ
ｷ

%

アスパラ

インゲン

トマト

モモ

（農林水産省）

生産物の価格

野菜の価格
（全国平均を100とする）○ 生産物が適切な価格で売れるのか？

⇒信頼の回復、消費地の回復
○ 新しいものへの挑戦

事故から5年、現在の福島県民の避難
者は？（福島県の人口 約200万人）
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90,000人

避難指示区域


